












































以下に示すのは 1999 年に発表されたツツバ島の人口内訳である（e Re-
public of Vanuatu 1999: 54）。年々出生率が上昇し、特に近年の出生率が急
激に上昇していることが分かる。
表 1.　ツツバ島の人口
年齢 0–9 10–19 20–29 30–39 40–49 50–59 60–69 70～











1969 年から 1974 年にかけて、Tryonらを含む 4 人の言語学者がヴァヌア
ツ共和国の言語や方言を対象に、それぞれの基礎語彙およそ 300 語を調査











史を語ってくださった 70 代の Sara 氏、第二次世界大戦時の他島での労働を語
り、その場所へと案内してくださった Turambue 氏、島に点在するすべての村を

























/m̼/-/m/ m̼ata- 「叔父、目」 mata 「蛇」
/b̼/-/b/ b̼eb̼e 「蝶」 bebe- 「肝臓」
















したのは 2003 年のことである。この 50 代男性は往々にして舌唇音に代わ
り唇音を発音しており、舌唇音から唇音への変化が見られた。またこの時点



























①  dog 
［v̼iriu］
②  my eye 
［m̼ata-ku］
③  shark 
［b̼aheo］
④  four 
［e-v̼ati］
⑤  snake 
［mata］













なったのは 21 人であり、内訳は 40 代 7 人、50 代 4 人、60 代がおらず 70
代 3 人、80 代 5 人、90 代 2 人であった。
舌唇音の存在を確認することが出来たのは、このうちの 50 代 2 人、80 代
3 人、90 代 1 人であった。すなわち全調査対象者 21 名の約 29％にあたる 6
名の発音であり、それ以外の世代つまり 40 代と 70 代には、舌唇音は確認
できなかった。ヴァヌアツ共和国が 1999 年に発表した国勢調査の報告書
e Republic of Vanuatu （1999）には、70 歳以上のツツバ島民が 7 人と記録
されている。これをもとにすると 2007 年時点における調査対象者 80 代 5
人と 90 代 2 人という数は、ツツバ島に住む 80 代と 90 代の話者の全員であ
るとみなすことが出来る。
この 2003 年の調査結果と 2007 年の調査結果から、①若年齢層が舌唇音
の発音のみならず聞き取りも出来なくなっていること、②その上の世代であ
る 40 代や 70 代も舌唇音を発音しなくなっている可能性があること、③ 80
代や 90 代はまだ半数が舌唇音を発音すること、という三点が明らかになっ
た。このうち②の可能性と関連する 2007 年の調査結果「舌唇音を発音する
































のは 1942 年であることから、トゥランブエ氏が 20 歳前後のときのことで
あると推定される。この時代にツツバ語話者がエスピリトゥ・サント島で労























た年に入学した島民は、2007 年の調査の時点で 26 歳前後ということにな
る。
ツツバ島民の多くは自給自足の生活を送っており、現金収入を得ている人









木曜日までは午前 7 時半から 11 時半、その後 2 時間の昼休みをはさみ午後




































































































 （1） batu-ku   （2） malo no-ku
   頭-1sg.poss   珊瑚 class-1sg.poss










 （3） batu-n  Vemol    （4） malo  no-n    Vemol
   頭-link  ヴェモル    珊瑚  class-link ヴェモル








 （5） leo-ku     
   言語・発話・伝言-1sg.poss  
    「私の（話す）言語、私の発話」 
 （6） leo         no-ku
   言語・発話・伝言  類別詞-1sg.poss















 （7） leo-n    Tutuba  （8） leo   Tutuba
   言語-link  ツツバ    言語  ツツバ






       言語・発話・伝言-1sg.poss
 　　　   「私の（話す）言語、私の発話」
 （10） leo         no-ku
       言語・発話・伝言 類別詞-1sg.poss
       「私の伝言」
若年齢層 （11） leo-ku
       言語・発話・伝言-1sg.poss 
       「私の（話す）言語、私の発話、私の伝言」
 （12） leo         no-ku
       言語・発話・伝言  類別詞-1sg.poss









 （13） lanwis   Tutuba
    言語   ツツバ
    「ツツバ語」
 （14） toktok   blong   Vemol
    発話   pp    ヴェモル
    「ヴェモルの発話」
 （15） mesej   blong   Vemol
    伝言   pp    ヴェモル















高年齢層 若年齢層 高年齢層 若年齢層
































 （16） ta-tuba        （17） ta-aore
    「ツツバ島出身の人」     「アオレ島出身の人」
しかし今日、若年齢層は接頭辞 ta-を付加させず、自由名詞 tamoloi「人」
に島名を並置させる。
 （18） tamoloi  Tutuba   （19） tamoloi Aore
    人    ツツバ      人   アオレ





 （20） man Tutuba   （21） man Aore
    人  ツツバ      人  アオレ











1996 年に Tryonがヴァヌアツの 113もの現地語と話者数、それが話され
る主たる地域を発表して以降、20 年近くが経過しようとしている。今や
ヴァヌアツの現地語数は当時発表された 113という数ではない。例えば
1996 年時に話者一人と推定された Aore 語は、2000 年初頭にその最後の話
者が死去し、消滅した 8。この言語は、ツツバ島のすぐ東に位置するアオレ島
で話される言語であった。またツツバ島の北で話されるMavea 語も Tryon
（1996）の書には話者が 75 人と記されているが、2009 年時点で話者数はわ
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